実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生
２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

今回のWebページ作成実習では，ワープロソフト（Word）を使用した。ワープロソフトは高校入学前から経験のある生徒も多く，これまでの実習でも使ってきたことから，特に操作面での支障はない。ただし，Webページ形式については今回が初めての生徒がほとんどである。
　　○　実習環境，使用ソフト等


機械：ﾉｰﾄ型,Windows98SE,ﾒﾓﾘ192MB,HDD2GB,Office97Professional


LAN：100Base-T,ｻｰﾊﾞはWindowsNT(HDD容量80+10GB,ﾒﾓﾘ192MB)


ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ：64K-ISDN(教育センター),30M(金沢ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ)


ﾌﾟﾘﾝﾀ：ﾓﾉｸﾛﾚｰｻﾞｰ×4,ｶﾗｰﾚｰｻﾞｰ×２,ｶﾗｰｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ×２


ｽｷｬﾅ：A4USB接続×10

　　　　Webページ作成にはWordを使用した。
３．実践内容

電算室の機材すべての使用を許可し，「自己紹介」を作成させた。作成した自己紹介Webページはサーバに保存しLAN上でお互いに閲覧し，相互評価させた。その際に，Webページに使用する画像ファイルなどの素材をもとに著作権についても学習した。
４．実践結果と考察

最初にデザインの優れた画像入りのサンプルを見せたので，生徒はそれを目指して様々な技術を身につけながら文書を作成した。男子よりは女子の方がデザインや色に優れたものが多かった。背景に色や壁紙などを付け，Webページとして仕上げた生徒も何人もいた。

生徒は各自のフォルダを持ち，そこにファイルを保存する。特定のファイル名「自己紹介」で保存すると，すでに張られたリンクにより，作品はWebページとして公開されるよう事前に設定してあった。自分の作品がWebページからリンクして見られるということに驚いている生徒もいた。

各自の作品が公開されることにより，お互いの良い点を取り入れることができ，注意すべき点も皆に示すことができた。

５．今後の課題

操作の間違いにより，他人のフォルダに文書を保存してしまう生徒が数名いた。この場合は，上書き保存になるため，元のファイルは消えてしまう。個人ごとにセキュリティを設定する必要を感じた。

